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島
し
ょ
に
準
島
民
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
振
興
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

島
し
ょ
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
中
で
も
、
人
口
減
少
に
よ
る
活
力
の
低
下
は
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
、
様
々
な
施
策
を
講
じ

て
取
り
組
む
べ
き
、
重
要
か
つ
緊
急
な
課
題
で
あ
る
。 

 

島
し
ょ
部
地
域
の
活
性
化
は
、
必
ず
し
も
移
住
の
み
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
島
し
ょ
部
へ
の

物
理
的
、
心
理
的
な
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
的
交
流
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
佐
渡
島
に
お
い
て
は
、
大
学
入
学
等
で
島
外
に
住
民
票
を
移
す
島
民
に
、
「
準
島
民
」
と
い
う
扱
い
を
行
い
、
佐

渡
島
と
新
潟
県
と
の
間
の
フ
ェ
リ
ー
の
運
賃
等
に
島
民
割
引
き
を
適
用
す
る
と
い
う
。
こ
の
考
え
方
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
佐

渡
島
出
身
者
で
、
東
京
に
住
民
票
を
持
つ
佐
渡
島
の
住
民
に
対
し
「
準
島
民
」
と
し
て
、
島
民
に
準
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
特

典
を
与
え
、
島
と
の
物
理
的
、
心
理
的
距
離
を
縮
め
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
施
策
に
よ
り
、
帰
省
の
み
な
ら

ず
、
元
島
民
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
や
転
職
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
退
職
後
に
故
郷
に
戻
る
こ
と
で
、
本
土
で
活
用

し
た
知
識
や
知
見
を
故
郷
に
貢
献
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
島
し
ょ
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
で
な
い
場
合
で
も
、
第
二
の
故
郷
の
よ
う
な
意
識
付
け
を
し
て
、
島
へ
の
愛
着
の
み
な
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ら
ず
、
何
ら
か
の
「
関
係
」
を
保
ち
、
来
訪
者
や
移
住
者
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
「
島
留
学
」
や
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
リ
ン
ク
し
た
島
民
割
引
等
が
具
体
例
で
あ

る
。 

 

全
国
町
村
会
が
今
月
公
表
し
た
「
コ
ロ
ナ
下
・
コ
ロ
ナ
後
社
会
を
見
据
え
た
町
村
か
ら
の
日
本
再
生
に
関
す
る
提
言
～
地
域

発
・
価
値
創
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
」
と
題
す
る
提
言
に
お
い
て
も
、
「
二
地
域
居
住
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
一
層
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
・
離
島
地
域
等
遠
隔
の
地
方
部
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
等
を
更
に
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
制
度
面
・
税
財
政
面
も
含
め
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
環
境
づ
く
り
を
加
速
す
る

必
要
が
あ
る
」
旨
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
提
言
で
は
、
「
田
園
回
帰
の
潮
流
の
本
格
化
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
二
地
域
居
住
等
の
活
発
化
、
関
係
人
口
の
一
層
の
拡
大
等
と
連
動
し
な
が
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
発
展
や
地
方
の
受
入
側
自
治
体
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
」
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
住
民
と
の
交
流
活
発
化
へ
の
支
援

促
進
策
の
充
実
」
を
求
め
る
旨
の
提
言
も
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
後
、
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
す
る
情
報
通
信
技
術
を
駆
使
し
、
場
所
を
選
ば
な
い
新

し
い
生
活
、
働
き
方
が
急
速
に
広
が
る
社
会
に
お
い
て
、
多
地
域
居
住
が
一
般
化
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
場
所
に
固
定
化
さ
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れ
な
い
、
一
人
が
様
々
な
地
域
と
「
関
わ
り
」
を
持
つ
量
と
深
度
が
増
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る
地
域
に
物
理
的
に

住
ま
う
「
人
口
」
か
ら
、
そ
の
地
域
に
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
「
関
係
人
口
」
の
多
寡
が
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

政
府
に
お
い
て
は
従
来
の
、
国
民
一
人
に
一
つ
の
「
住
民
票
」
と
い
う
、
一
つ
の
住
所
に
と
ら
わ
れ
る
制
度
か
ら
大
胆
に

発
想
を
転
換
し
て
、
そ
の
島
と
の
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
者
に
「
準
島
民
」
、
「
ふ
る
さ
と
住
民
」
制
度
を
公
的
に
認
め
、

準
島
民
や
ふ
る
さ
と
住
民
を
持
つ
人
を
「
関
係
人
口
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
、
と
い
っ
た
制
度
設
計
及
び
財
政
支
援
を
検

討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
は
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


